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知 った。 これは非常に私 には興味深か った。
ひょっとするとイラワジ流域には、 ビルマ世
界と言えるような世界単位があるのか もしれ


















































東京外大AA研 の池端雪浦 さんが、 「フィ
リピン国民国家の原風景一ホセ ・リサールの


















そ ういう意味での区分が必要だと感 じたか ら
だ。決 して生態系を考えていないわけでは
ない。










































かったという話は、少 し公式的過 ぎは しない
















































ずれの国で も生態の条件 と絡みなが ら平行 し
て起 きている現象を、高谷さんは生態の立場




































































































































言 う 「想像」という作業 も出てくるのだろう。
さらに独立後ではまた事態が変化する。理
論上はネーションと国家が合わさり 「国民国


































































































































































































































いと思 っているのだろう。それ も全 く事実だ


































高谷 その見解は、私 も持 っている。




















く」で、 いわばオ トリ発言であ る。 そこで
































応地 話の変化が急でわか りに くい。木を















































































































































































予測 を して い る。EAECに 関す るマハ
ティール構想はそういう意味から、大層重要
なものと見るべきであろう。そんなに国民国


























としてそれで うま くい くのかどうか。
















































ス ト教徒のエリー ト達が入 り、森林伐採のコ






















め入って くる。ところが ローカル・エリー トは
少 し違う可能性がある。それを海域のローカ






























































































































































































関本 森 といって も、残すのは森一般ではな
いのだろう。どこにポイントがあるのか。熱
















































































































































































坪内 予定時間も過ぎて しまい、結論 らしい
結論 も出せないが、それにも関わ らず、生態
を考えることが重要なのだと基本的には信 じ
て疑わない。おそらく高谷さんの議論はイデ
オロギー化しているのだろうが、東南アジア
の熱帯多雨林の中で、小人口世界で育 ったイ
デオロギーを伝えなければいけない。あるい
はそれ自身を大事に して、そこか ら構想でき
ることが何かを考えてい くことは、今後、必
要ではないかと考えている。東南アジアの原
型を理解すると共に、それが世界に訴えるも
のは何かを考えていきたいと思う。
